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あとがき
日本の食卓では，箸を使うのが今なお一般的であろうが，箸の形や材質は実にさまざ

まである。丸や四角の箸が圧倒的に多いのは，単に作りやすいからであろう。取り箸，

菜箸，真魚（まな）箸といった使い分けにも表れているように，箸は食文化や習慣の違

いを如実に反映している。中国や台湾では先が太い長めの角箸や丸箸が多い一方，韓国

では平形のステンレス製の箸が一般的だ。毎日手にする道具だからこそ，割り箸はでき

るだけ使わずに良い箸を長く使いたいと私は思う。

いろいろと考えて試行錯誤した結果，箸は五角形のものが最良だとわかった。まず

「面」の数が少ないほど面積が増すため，ピンセットと同じ要領で豆類や麵類がつかみ

やすくなる。丸箸は先端が「線」で接するから，道理で使いにくいわけだ。しかも丸箸

は手の中で滑りやすくて力を先端まで伝えにくい。一方，三角箸や四角箸となると，面

取りがされていない限りどうしても箸のエッジが手や指に食い込んですぐに痛くなって

しまう。四角箸が単に作りやすいという理由だけで，痛いのを我慢して使うのは理不尽

であろう。そこで五角箸を試してみたところ，手と指に接触する面が自然と五角箸の面

に一致することがわかった。箸が滑らず手に吸い付くように持てて，しかも先端の二面

が正対するから，先が細ければ胡麻粒まで楽に摘まめるのだ。これこそ「機能美」の典

型と言えよう。

手作りの五角箸となると，職人が鉋だけで五角の面出しをするのだというから驚きで

ある。その見事な正五角形の出来映えを見ているだけでも楽しくなる。縞黒檀や斧折樺

（オノオレカンバ）といった，文字通り斧が折れるほど堅い木の箸なら何年も使える。

最近はプラスチック製の五角箸を置いているラーメン店などがあり，大衆向けの材質と

は言え，その形を採用した店のセンスが光る。先日，佐藤オオキ氏（「nendo」代表）

のデザインによる『hanataba』という箸を見つけた。五角箸の天頂部に桜の花びらを

あしらっているのが特徴で，さらにカエデ材を用いて軽妙さを加味している。なんと素

晴らしいアイディアの融合であろう。

さて，今月号の特集は「『食べる』を考える」である。高齢化社会を迎えて，摂食・

咀嚼・嚥下という人間の基本機能を考えながら，いかにQOLを維持していくかが大切

な課題となっている。言語と同様に「箸を使う」という行為がなぜ人間だけのものなの

かを考えてみるとき，この単純だが奥深い道具に対してさらに愛着が増してくるのであ

る。

（酒井邦嘉)
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